
日時　2016年５月15日（日）
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  （太田道灌公第18代目子孫）

♬アトラクション
　山田壮晃 &メロートーン
   （板橋稲門会会員）

板橋稲門会会報　第18号
創立30周年記念号

平成28年5月15日
発行 板橋稲門会事務局

 〒175-0094
 板橋区成増1－18－18藤田方
TEL090-3216-4186  FAX03-3975-4717
http://www.i-toumonkai.jp/
http://www.facebook.com/ita.toumon
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板
橋
稲
門
会
三
十
周
年
記
念
の
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
を

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
心
か
ら
慶
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
、
早
稲
田
大
学
の
要
請
に
よ
り
、
板
橋
稲
門
会
が
小
谷
初
代
会
長
、
小
山
幹
事
長
を

中
心
と
し
て
設
立
総
会
を
開
き
、
発
足
し
て
三
十
年
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
母
校
の
永

遠
な
る
発
展
と
板
橋
区
に
在
住
す
る
校
友
の
親
睦
の
輪
を
広
げ
、
有
意
義
な
組
織
を
標
榜
し
幾
多
の
苦
楽

を
経
て
き
た
こ
と
と
拝
察
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
後
二
十
年
間
で
板
橋
稲
門
会
の
基
礎
固
め
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
先
輩
諸
氏
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し

ま
す
。
平
成
十
五
年
三
月
に
、
早
稲
田
大
学
校
友
会
東
京
都
二
十
三
区
支
部
発
足
総
会
が
行
わ
れ
最
大
の

地
域
稲
門
会
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
十
年
間
の
歩
み
を
顧
み
ま
す
と
、
板
橋
稲
門
会
の
活
動
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
趣
味
の

分
科
会
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
、
工
場
見
学
会
等
の
開
催
、
更
に
は
会
員
の
意
見
に
柔
軟
に
対
応
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
目
覚
ま
し
い
情
報
化
を
活
用
し
て
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に

よ
る
会
員
へ
の
ご
案
内
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
に
よ
り
広
報
活
動
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
東
京
都
二
十
三
区
支
部
の
一
稲
門
会
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事

業
募
金
活
動
に
お
い
て
会
員
皆
様
の
思
い
を
一
に
し
た
お
力
に
よ
り
、
見
事
に
目
標
に
対
し
て
１
２
５
％

の
達
成
率
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
は
東
京
都
二
十
三
区
支
部
長
担
当
と
し
て
、
毎
年
三
月
に
実
施
さ
れ
る
支
部

大
会
に
お
い
て
、
わ
が
板
橋
稲
門
会
顧
問
・
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣（
当
時
）に
講
演
し
て
い
た
だ
き
当

会
会
員
多
数
の
出
席
を
得
て
最
高
の
支
部
大
会
を
成
功
さ
せ
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
と
し

て
被
災
稲
門
酒
蔵「
男
山
・
本
店
」の
日
本
酒
を
支
部
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
完
売
し
、
つ
つ
が
な
く
大

役
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

板
橋
区
内
在
住
卒
業
生
は
約
四
千
九
百
名（
校
友
会
費
納
入
者
一
千
八
百
五
十
名
）で
、
毎
年
二
百
名

ほ
ど
の
卒
業
生
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
が
増
加
し
て
い
な
い
現
実
を
よ
く
見
な
が
ら
会
員
増
強

に
力
を
注
ぎ
た
く
思
い
ま
す
。
価
値
観
の
多
様
性
な
ど
あ
る
中
で
も
母
校
へ
の
思
い
を
共
有
し
、
会
員
増

強
、
若
手
・
女
性
会
員
の
拡
充
に
よ
っ
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
仲
間
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
て
よ
り
有
意
義
な
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
は
、
新
時
代
を
見
据
え
た
「W

ased
a V
isio
n
 1
5
0

」
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
板
橋

稲
門
会
と
し
て
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
地
域
社
会
及
び
早
稲
田
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
会
則
を
念
頭
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
「
心
の
ふ
る
さ
と
」「
真
の
心
の
つ
な
が
り
」
の
場
と
し
て
、
板
橋
稲
門
会
に
尚
一
層
の

ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

板橋稲門の集い （総会・懇親会） 　
2016年度  30周年祝賀会として開催 ５月15日（日）
ゴルフコンペ ４月14日（木）、10月 or 11月
ウォーキングの会 10月下旬 、2017年３月下旬 
会員懇親会  納涼会 ８月27日（土）　新年会 2017年１月14日（土）
食べ歩きの会 ７月10日（日）、2017年２月下旬
板橋区民祭り（出店予定） 10月15日（土）・16日（日）
稲門祭・ホームカミングデイ 10月23日（日）
スポーツ観戦 野球・早慶戦 10月下旬　ラグビー・早明戦 12月上旬
地元工場見学会 日銀（予定） ９月
囲碁の会 原則毎月開催（5月を除く）
海外旅行 ベトナム旅行（11月）
女子会 未定　　若手交流会 未定
音樂観賞 稲吹会ウィンターコンサート2017　2017年２月５（日）
板橋稲門サロン 毎月第３土曜日午後
※日程は変更になる場合があります。ご案内は、メールアドレス登録者には全イベント、郵送
希望者には希望イベントをお知らせします。ホームページ、Facebook には案内・報告を掲載
しますので、折にふれてご覧ください。 

板橋稲門会28年度イベント予定
平成28年定時総会
30周年記念祝賀会 同時開催



　

平
成
27
年
５
月
16
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分

よ
り
、
成
増
ア
ク
ト
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

　

総
会
司
会
は
北
島
寿
一
副
会
長
。
渡
邉
直
幸
会
長
挨
拶
の
後
、
議

事
に
入
り
、
事
業
報
告
と
事
業
計
画
を
鷹
觜
愼
吾
副
会
長
、
会
計
報

告
を
田
上
敏
明
会
計
幹
事
、
監
査
報
告
を
鳥
井
幸
雄
監
査
幹
事
、
新

役
員
の
案
内
を
渡
邉
会
長
か
ら
、
予
算
案
を
恩
田
道
夫
会
計
幹
事
か

ら
説
明
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
総
会
を
終
わ
っ
た
。

　

懇
親
会
の
司
会
は
田
中
康
智
副
会
長
。
飯
田
金
廣
名
誉
顧
問
の
挨

拶
の
後
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
早
大
・
根
本
進
地
域
担
当
部
長
よ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
策
と
し
て
学
生
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
学
生

数
の
二
割
減
と
教
員
数
の
２
割
増
を
進
め
、
海
外
か
ら
の
教
員
招
致

を
推
進
中
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
当
会
顧
問
で
も
あ
る
下
村
博
文
文
科
相
よ
り
、
大
学
生
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
入
試
改
革
を
計
画
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

近
隣
稲
門
会
か
ら
の
来
賓
紹
介
が
あ
り
、
東
京

都
23
区
支
部
の
塚
田
成
四
郎
支
部
長
の
音
頭
で
乾

杯
の
後
、
歓
談
に
入
っ
た
。
懇
親
の
中
、
早
稲
田

祭
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
学
生
２
名
（
前
田
眸
、
吉
川

真
帆
さ
ん
）
か
ら
支
援
へ
の
お
礼
と
今
年
の
早
稲
田
祭
へ
の
参
加
要

望
が
あ
っ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
昨
年
・
昨
年
に
続
き
、
好
評
の
早
大
ハ

ワ
イ
民
族
舞
踊
研
究
会
部
員
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
女
子
学
生
20
名

の
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
華

麗
な
踊
り
に
会
場
全
体

が
華
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
楽
し
い
30
分

で
あ
っ
た
。

　

終
会
時
刻
が
近
づ
い

た
の
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
を
バ
ッ
ク
に
、

▼
板
橋
稲
門
会
ゴ
ル
フ
▲

★
第
34
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
27
年
11
月
29
日（
木
）お
お
む
ら
さ
き
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

　

優
勝
・
飯
田
金
廣
氏 

（
33
年 

文
）

　

心
配
さ
れ
た
天
候
が
、
曇
り
空
か
ら
晴
れ
上
が
っ
た
中
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
の
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
、
フ
ラ
ッ
ト
で
広
々
と
し
て
い
て
距

離
も
長
く
な
く
、
我
々
シ
ニ
ア
に
は
気
持
ち
が
楽
に
な
る
コ
ー
ス
で

し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
は
岡
田
さ
ん
、
潮
さ
ん
で
、
安
定
感
の
あ
る
上
手
な

皆
さ
ん
で
し
た
の
で
、
競
り
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
回
れ
た
せ
い
か
、

午
前
50
・
午
後
47
の
97
、
久
し

ぶ
り
に
90
台
で
、80
歳
に
な
っ
て

最
初
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
・
懇
親
会
は
大
山
の

居
酒
屋
で
開
か
れ
、
勝
因
の
一

つ
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
会
３

日
前
に
フ
ル
ヤ
眼
科
に
行
き
、

古
谷
和
正
先
生
に
「
目
が
具
合

悪
く
て
二
重
に
見
え
る
な
ら
、

片
目
を
つ
ぶ
っ
て
打
て
ば
大
丈

夫
だ
か
ら
、
元
気
に
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
、

今
日
は
そ
の
通
り
に
し
た
成
果

で
、
優
勝
と
ド
ラ
タ
ン
も
ニ
ア
ピ
ン
も
い
た
だ
け
ま
し
た
、
と
。

　

メ
ン
バ
ー
皆
様
の
シ
ニ
ア
へ
の
優
し
さ
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
で

き
る
だ
け
出
場
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
第
35
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
28
年
４
月
15
日（
木
）

埼
玉
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
越
生
コ
ー
ス

　

優
勝
・
堀
内　

巧
氏 

（
44
年 

商
）

　

前
々
日
ま
で
雨
の
予
報
で
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
午
前
は

曇
り
午
後
は
晴
で
、風
も
な
く
穏

や
か
な
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
ホ
ー
ル
間
の
高

低
差
は
あ
る
も
の
の
、
フ
ェ
ア

ウ
ェ
イ
は
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ
ト
で
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
な
く
安
心
し

て
プ
レ
イ
で
き
る
コ
ー
ス
で
し

た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
は
幹
事
の
田
嶋

さ
ん
、
大
鹿
さ
ん
。
入
会
２
年

目
の
私
を
緊
張
さ
せ
な
い
よ
う

気
遣
い
を
し
て
頂
い
た
お
蔭
で
、
前
半
41
、
後
半
43
の
84
と
自
分
に

と
っ
て
最
近
に
な
い
好
ス
コ
ア
で
初
優
勝
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
人
の
キ
ャ
デ
ィ

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス（
的
確
！
）に
従
い
慎
重
に
プ
レ
イ
し
て
頗
る
良

か
っ
た
前
半
に
比
べ
、
後
半
の
ス
タ
ー
ト
が
い
ま
一
つ
だ
っ
た
と
こ

ろ
、
12
番
シ
ョ
ー
ト
で
運
よ
く
バ
ー
デ
ィ
ー
が
と
れ
、
何
と
か
そ
れ

ぞ
れ
40
台
前
半
を
維
持
で
き
た
の
が
勝
因
か
と
思
い
ま
す
。

　

板
橋
稲
門
会
の
皆
様
の
心
遣
い
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
中
副
会
長
達
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
来
年
の
30
周
年
記
念

総
会
で
の
再
会
を
約
し
て
閉
会
し
た
。

〔
ご
来
賓
〕

早
稲
田
大
学
・
根
本  

進 

地
域
担
当
部
長

東
京
都
23
区
・
塚
田
成
四
郎 

支
部
長

北
稲
門
会
・
北　

雷
次 

会
長

千
代
田
稲
門
会
・
五
島
一
雄 

会
長

豊
島
稲
門
会
・
石
川
宜
司 

会
長

文
京
稲
門
会
・
内
田
佑
司 

会
長

中
野
稲
門
会
・
濱　

達
次
郎 

副
会
長

新
宿
稲
門
会
・
小
間
田
興
二 

副
会
長

〔
出
席
者
〕

来
賓
８
名　

会
員
46
名　

学
生
４
名

　　　　2016（平成28）年5月15日発行

　　　第34回ゴルフコンペ成績
　　　　　　　　　　　　　グロス　 ハンデ　 ネット
優　勝　飯田　金廣　   97　　26　　71
準優勝　田上　敏明　 104　　33　　71
３　位　潮　銃太郎　　95　　23　　72

飯田 金廣

堀内　巧

　　　第35回ゴルフコンペ成績
　　　　　　　　　　　　　グロス　 ハンデ　 ネット
優　勝　堀内　　巧　   84　　14　　70
準優勝　中村恵一郎　   97　　26　　71
３　位　岡田　　豊　　85　　11　　74

2

根本  進 部長

▲
板
橋
稲
門
の
集
い
ご
報
告
▼

 

（
平
成
27
年
総
会
＆
懇
親
会
）

記
・
龍
田 

幹
雄
（
30
年 

理
）

下村博文 氏塚田成四郎 氏

渡邉直幸 会長



板橋稲門会会報　第18号

▼
第
22
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
▲

平
成
28
年
３
月
27
日（
日
）

上
野
桜
木
〜
谷
中
め
ぐ
り

　

花
曇
り
の
朝
、
９
時
30
分
、
上
野
・
文

化
会
館
前
に
参
加
予
定
全
員
の
笑
顔
が
揃

い
、
鳥
井
幹
事
の
概
要
案
内
に
続
い
て
中

村
幹
事
の
リ
ー
ド
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
行
い
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

お
花
見
の
人
出
の
中
を
先
ず
は
お
顔
だ

け
遺
さ
れ
て
い
る
上
野
大
仏
様
に
お
詣

り
、
か
つ
て
６
m
の
座
像
で
し
た
が
、
度

重
な
る
罹
災
に
よ
り
顔
面
部
だ
け
が
保
存

さ
れ
１
９
７
２
年
に
旧
跡
に
安
置
さ
れ
ま

し
た
。
一
緒
に
記
念
撮
影
、
な
ん
だ
か
ち
ょ
っ
と
嬉
し
そ
う
、
か
な
。

　

公
園
内
で
小
松
宮
彰
仁
親
王
（
日
本
赤
十
字
社
初
代
総
裁
）、
ボ
ー

ド
ワ
ン
博
士
（
公
園
生
み
の
親
）
の
銅
像
を
見
た
り
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
ち
ょ
い
聴
き
し
た
り
し
て
国
立
博
物
館
前
か
ら
寛
永
寺
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

　

最
盛
期
に
は
上
野
公
園
を
中
心
に
30
万
坪
の
寺
領
で
、
徳
川
家

の
菩
提
寺
で
し
た
が
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
戦
後
は
霊
園
を
造
成
し

３
万
坪
の
開
か
れ
た
寺
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
境
内
の
し
だ
れ
桜
は

満
開
、
根
本
中
堂
の
内
部
は
黄
金
色
の
葵
の
ご
紋
が
満
開
で
す
。

　

桜
木
か
ら
谷
中
へ
と
進
み
、
早
大
の
前
身
・
東
京
専
門
学
校
の
開

校
に
尽
力
し
た
小
野
梓
先
生
の
墓
を
訪
ね
感
謝
の
墓
参
を
し
ま
し

た
。
徳
川
慶
喜
（
最
後
の
将
軍
）、
岸
本
辰
雄
（
明
大
創
設
者
）
の

墓
も
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

　

情
緒
溢
れ
る
街
並
み
や
お
店
、
寺
社
な
ど
を
見
な
が
ら
歩
を
進
め
、

朝
倉
彫
塑
館
に
入
り
ま
し
た
。
朝
倉
文
夫
の
住
居
と
ア
ト
リ
エ
だ
っ

た
建
物
で
す
。
自
ら
設
計
し
た
だ
け
あ
っ
て
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り

が
感
じ
ら
れ
、
興
趣
が
尽
き
ま
せ
ん
。
ア
ト
リ
エ
に
は
、
誰
も
が
仰

ぎ
見
た
こ
と
の
あ
る
早
大
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
大
隈
重
信
像
の
原
型
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
間
近
に
接
す
る
と
デ
ィ

テ
ー
ル
ま
で
判
り
、
感
慨
も
ひ
と
し
お

で
す
。
屋
上
庭
園
は
昭
和
10
年
に
完
成

し
、
当
時
も
今
も
家
庭
菜
園
に
な
っ
て

い
て
大
き
な
オ
リ
ー
ブ
の
木
越
し
に
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
ま
す
。
当
時
の
眺

め
は
さ
ぞ
か
し
、
と
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。
様
々
な
猫
の
作
品
も
愉
し
み
、
ま

た
ゆ
っ
く
り
来
た
い
な
ぁ
と
思
い
つ
つ

次
へ
。

　

最
後
は
〝
夕
焼
け
だ
ん
だ
ん
〞
の
階
段
の
上
で
記
念
撮
影
、
ち
な

み
に
後
列
左
の
私
（
村
上
）
は
別
撮
り
し
て
合
成
し
て
加
え
ま
し
た
。

　

自
由
解
散
で
し
た
が
、
や
は
り
一
緒
に
会
食
し
よ
う
と
、
山
上
幹

事
が
予
約
し
て
く
だ
さ
っ
た
日
暮
里
駅
前
の
店
で
ラ
ン
チ
&
歓
談
、

お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

企
画
・
資
料
づ
く
り
・
名
ガ
イ
ド
の
鳥
井
さ
ん
、
急
遽
良
い
お
店

を
手
配
く
だ
さ
っ
た
山
上
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
第
13
回
食
べ
歩
き
の
会
▲

平
成
27
年
９
月
20
日（
日
） 

割
烹「
い
り
江
」

懐
か
し
の
地
、料
理
と
会
話

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

副
都
心
線
の
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
駅
近

く
で
50
年
以
上
五
代
続
く
魚
屋
だ
っ
た

割
烹
『
い
り
江
』。

　

楽
し
い
仲
間
た
ち
15
名
の
参
加
で
し

た
。
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
中
、
新
鮮
で

お
い
し
い
魚
料
理
、
お
い
し
い
酒
、
秋

を
味
わ
う
料
理
を
堪
能
し
、
愉
快
な
会

話
で
初
秋
の
一
日
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

ま
し
た
。

　

帰
路
は
都
会
の
挟
間
、
静
か
な
ケ
ヤ

キ
並
木
参
道
を
通
り
森
の
中
の
『
雑

司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
』
に
お
参
り
し
て
散

会
し
ま
し
た
。
私
は
高
校
の
学
院
時
代
に
近
く
に
住
ん
で
お
り
界
隈

を
特
に
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
：
安
産
や
育
児
の
神
。
ま
た
法
華
経
護
持
の
神
と
も
さ
れ

る
。
天
女
の
姿
を
と
り
、
胸
に
一
子
を
抱
い
て
左
手
を
添
え
、
右
手
に
は
吉
祥

果
を
捧
げ
る
。
と
き
に
は
鬼
神
形
の
も
の
も
あ
る
。
も
と
幼
児
を
食
う
悪
女
で

あ
っ
た
が
、
仏
に
自
分
の
末
子
を
隠
さ
れ
て
親
の
心
を
知
り
、
仏
教
に
帰
依
し

た
と
い
う
。 （
大
辞
林 

第
三
版
の
解
説
よ
り
）

▼
第
14
回
食
べ
歩
き
の
会
▲

平
成
28
年
２
月
７
日（
日
） 

上
板
橋「
鳥
昇
」

人
気
番
組「
吉
田
類
の
酒
場
放
浪
記
」に
も

登
場
し
た『
鳥
昇
』

　
「
鳥
昇
」
は
昭
和
37
年
創
業
の
老
舗
居
酒
屋
で
、
焼
き
鳥
と
蒲
焼
が

美
味
し
い
と
評
判
の
地
元
で
は
有
名
な
お
店
で
す
。B

S
-T
B
S

の
人

気
番
組
〝
吉
田
類
の
「
酒
場
放
浪
記
」〞
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
板
橋
稲
門
会
第
14
回
食
べ
歩
き
の
会
」
は
こ
の
「
鳥
昇
」
の
２
階

を
貸
し
切
り
で
、
午
後
５
時
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
有
名
店
と
い
う
前
評
判
も

あ
っ
て
か
、
ま
た
美
味
し
い
酒
が
飲
め
る
と

あ
っ
て
か
、
参
加
者
は
30
名
と
過
去
最
高
の

人
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
年
齢
は

80
歳
代
か
ら
30
歳
代
前
半
ま
で
50
歳
の
年
齢

差
が
あ
り
、
ま
た
５
組
の
夫
婦
参
加
も
あ
り

ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か
且
つ
楽
し
く
、
時

が
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
に
皆
さ
ん
大
い
に

飲
み
食
い
し
ま
し
た
。

　

生
ハ
ム
の
サ
ラ
ダ
か
ら
始
ま
り
、
刺
身
の
盛
り
合
わ
せ
、
つ
く
ね

鶏
鍋
、
焼
き
鳥
、
鶏
の
か
ら
揚
げ
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
等
々
、
最
後
は
雑
炊
。

飲
み
物
は
、
ビ
ー
ル
、
冷
酒
、
熱
燗
、
焼
酎
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
コ
ー
ラ
。

お
腹
は
い
っ
ぱ
い
！
座
敷
だ
っ
た
の
で
、
お
酒
を
注
ぎ
に
席
を
移
動

し
な
が
ら
、
多
く
の
人
た
ち
が
多
く
の
人
た
ち
と
懇
談
す
る
場
面
が

見
ら
れ
、「
話
」の「
輪
」が
で
き「
和
」に
な
り
ま
し
た
。
年
齢
差
が
あ
っ

て
も
、
共
通
の
心
の
ふ
る
さ
と「
早
稲
田
」の「W

A

」の
仲
間
は
素
晴
し

い
！

　

最
後
の
締
め
は
勿
論
、
校
歌
斉
唱
。

「
都
の
西
北
」
を
三
番
ま
で
声
高
ら
か

に
熱
唱
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
最
高

に
盛
り
上
が
っ
た
「
食
べ
歩
き
の
会
」

で
し
た
。
会
費
の
余
剰
金
で
、
女
性

参
加
者
・
奥
様
た
ち
に
蒲
焼
を
お
土
産

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
幹
事
の
菅
原
さ
ん
と
田
中
さ
ん
の
ご
配

慮
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
第
４
回
納
涼
会
▲

平
成
27
年
８
月
29
日（
土
）

熱
く
、そ
し
て
賑
や
か
な
納
涼
会

　
「
な
ん
と
い
っ
て
も
暑
い
夏
は
ビ
ー
ル
が
最
高
」

と
納
涼
会
を
企
画
す
る
気
持
ち
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
今
年
の
８
月
29
日
は
連
日
の
猛
暑
が
嘘
の
よ

う
に
一
気
に
秋
の
涼
し
さ
が
訪
れ
た
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
…
そ
れ
で
も
参
加
者
は
な
ん
と
27

名
。
秋
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
く
賑
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
お
い
し
い
お
酒
と
料
理
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

こ
の
納
涼
会
は
早
い
も
の
で
４
年
目
と
な
り
、
板
橋
稲
門
会
の
夏

の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
と
し
て
世
代
を
超
え
て
定
着
し
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
来
年
も
み
な
さ
ん
に
愉
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
幹
事

を
務
め
る
つ
も
り
で
す
。

村上 奉文
（41年 文）

3

田中 秀佶
（38年 理）

吉田 重雄
（38年 政経）

田中 康智
（H10年 商）



▼
新
年
懇
親
会
▲

平
成
28
年
１
月
16
日（
土
） 

大
隈
会
館「
楠
亭
」

幅
広
い
年
齢
、国
際
色
豊
か
、

女
性
も
多
く
参
加

　

大
学
の
近
隣
で
新
年
懇
親
会
を
開
催
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
。
会
場
は
、
大
隈
記
念
タ
ワ
ー
か
ら
大
隈

会
館
１
F
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
楠
亭
」に
変
わ
り

ま
し
た
が
、
会
員
35
名
・
若
手
校
友
会
員
４
名
・

学
生
８
名
の
総
勢
47
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

盛
況
で
し
た
。

　

山
上
副
幹
事
長
の
司
会
進
行
で
、
16
時
定
刻

に
開
催
。
冒
頭
、
10
月
に
新
た
に
会
長
に
就
任

な
さ
っ
た
鷹
觜
愼
吾
会
長
か
ら
開
会
挨
拶
、
続
い
て
下
村
博
文
当
会

顧
問（
自
民
党
総
裁
特
別
補
佐
）か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
飯
田
名

誉
顧
問
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
。
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
か
ら
運
ば

れ
て
き
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
和
や
か
な
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

少
し
間
を
置
い
て
、
本
年
度
新
入
会
員
の
上
田
真
司
さ
ん（
Ｓ
41
年
・

政
経
）、
昨
年
入
会
さ
れ
た
恩
田
克
己
さ
ん（
Ｈ
16
年
・
ア
ジ
ア
太
平

洋
研
究
科
）・
中
妻
穣
太
さ
ん（
Ｓ
41
年
・
文
）か
ら
自
己
紹
介
、
若
手

校
友
会
員
の
土
屋
彩
さ
ん（
Ｈ
20
年
・
教
育
）・
松
浦
賢
太
さ
ん（
Ｈ
20

年
・
理
工
）・
南
谷
伸
一
さ
ん（
Ｈ
22
年
・

法
学
研
究
科
）・
石
川
俊
輔
さ
ん（
Ｈ
23

年
・
商
）の
４
名
、
そ
し
て
学
生
８
名

か
ら
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

因
み
に
、
本
年
は
中
国
か
ら
の
女
子

留
学
生
４
名
も
参
加
し
て
、
国
際
色
豊

か
で
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
最
長
老
の

Ｓ
29
年
卒
の
小
野
澤
章
光
大
先
輩
か

ら
、
大
学
１
年
の
学
生
ま
で
と
年
齢

も
幅
広
く
、
女
性
参
加
者
が
10
名
と

華
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

会
の
後
半
に
は
、
５
月
15
日（
日
）

開
催
の
設
立
30
周
年
記
念
祝
賀
会
へ

の
参
加
要
請
が
あ
り
、
恒
例
の
校
歌

斉
唱
と
、
Ｓ
35
年
卒
で
応
援
部
OB
の

清
水
勇
次
先
輩
の
リ
ー
ド
で
の
エ
ー

ル
、
そ
し
て
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
と
充
実
し
た
内
容
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
も
Ｓ
30
年
卒
の
萩
野
大

先
輩
か
ら
銘
菓
の
お
土
産
を
全
員
に
い
た
だ
き
、
ご
厚
意
に
深
く
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

▼
早
慶
戦
観
戦
▲

平
成
27
年
11
月
１
日（
日
） 

神
宮
球
場

舞
い
込
ん
で
き
た
優
勝
！

　

秋
の
空
高
く
、
快
晴
、
所
は
神
宮

球
場
。
野
球
観
戦
日
和
の
中
、
賑
や

か
な
応
援
合
戦
と
共
に
２
０
１
５
年

秋
の
早
慶
戦
第
２
戦
が
始
ま
り
ま
し

た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
充
分
良
い
席

が
確
保
で
き
る
の
に
今
年
は
、
非
常

事
態
、
９
人
分
の
席
確
保
が
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

ん
で
又
、
こ
ん
な
に
盛
り
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
う
で
す
。

こ
の
間
ま
で
諦
め
て
い
た
早
稲
田
８
年
ぶ
り
の
春
夏
連
覇
の
夢
が
こ

こ
に
来
て
急
に
復
活
、
浮
上
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
早
稲
田
、
慶
応

に
負
け
越
し
、
さ
ら
に
東
大
に
も
勝
ち
点
を
献
上
し
た
法
政
に
、
優

勝
目
前
と
勢
い
づ
く
明
治
が
負
け
る
わ
け
が
な
い
。「
早
稲
田
の
優

勝
は
も
う
な
い
。」
誰
し
も
が
そ
う
考
え
ま
す
。
し
か
し
６
大
学
野

球
の
神
様
、
勝
負
の
神
様
は
憎
い
演
出
を
な
さ
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
。
１
勝
１
敗
で
迎
え
た
、
明
治
と
法
政
の
第
３
回
戦
。
な
ん
と
延

長
13
回
の
戦
い
の
末
、
法
政
が
明
治
に
勝
利
し
、
勝
ち
点
を
挙
げ
て

く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
故
、
95
％
諦
め
て
い
た
早
稲
田
の
優
勝
が
、

こ
こ
に
来
て
、
が
ぜ
ん
現
実
味
を
お
び
て
来
た
訳
で
す
。

　

昨
日
の
早
慶
戦
第
１
戦
は
、
辛
く
も
逃
げ
切
っ
た
厳
し
い
試
合
で

し
た
。
今
日
の
第
２
戦
で
、
早
稲
田
が
勝
て
ば
２
０
０
７
年
以
来
と

な
る
春
夏
連
覇
と
い
う
大
事
な
一
戦
と
な
っ
た
訳
で
す
。
こ
こ
ま

で
演
出
し
て
頂
い
て
我
が
早
稲
田
が
優
勝
し
な
い
訳
に
は
い
か
な
い

…
。
そ
れ
が
こ
の
超
盛
り
上
が
り
の
理
由
で
す
。
私
の
個
人
的
な
立

場
で
言
え
ば
、
今
回
の
野
球
観
戦
は
、
現
日
ハ
ム
の
斎
藤
佑
樹
が
４

年
生
の
秋
以
来
な
の
で
５
年
ぶ
り
の
観
戦
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
試
合
は
、
大
竹
、
加
嶋
両
投
手
の
行
き
詰
ま
る
投
手
戦
で
始
ま

り
ま
し
た
。
大
竹
は
、
打
者
の
心
理
を
弄
ぶ
か
の
よ
う
な
、
緩
急
を

混
ぜ
た
投
球
で
３
回
ま
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
。
慶
大
の
加
嶋
も
負
け
じ
と

３
回
ま
で
無
失
点
。
慶
大
は
４
回
と
６
回
に
失
策
で
１
点
づ
つ
を

失
う
も
最
後
ま
で
眼
を
離
せ
な
い
投
手
戦
の
ま
ま
２
対
０
で
完
封
勝

ち
。
早
稲
田
大
学
の
優
勝
と
い
う
歓
喜
の
時
を
迎
え
た
の
で
す
。
試

合
後
の
優
勝
の
表
彰
式
、
初
め
て
観
た
の
で
す
が
、
６
大
学
す
べ
て

の
選
手
及
び
応
援
団
が
集
ま
る
の
で
す
ね
。
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
、
観
戦
参
加
者
は
、
９
人
で
し
た
。
企
画
担
当
し
て
く
だ
さ
っ

た
山
上
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
試
合
後
、
外
苑
近
く
の

中
華
料
理
店
で
、
お
い
し
く
楽
し
い
優
勝
祝
賀
会
、
勝
利
の
お
酒
が

本
当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
楽
し
い
一
時
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

4

▼
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
観
戦
▲

平
成
27
年
12
月
１
日（
日
） 

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場

「
初
の
早
明
戦
」

　
　
　
　

  

（
明
大
32
ー
早
大
24
）

　

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
で
の
早
稲
田
OB
、
現
役
学

生
の
活
躍
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
２
０
１
９

年
に
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
に
わ
か
に
興
味
を
持
っ
た
私
。

初
め
て
伝
統
の
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
を
観
戦
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
現
役
学
生
も
含
め
８
人
。

　

明
治
が
早
稲
田
に
勝
て
ば
、
帝
京
と
両
校

優
勝
と
な
る
一
戦
。
最
寄
り
駅
、
外
苑
前
は
い

ち
ょ
う
並
木
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
人
に
加
え
、
ラ
グ
ビ
ー
観

戦
者
で
大
混
雑
。
気
持
ち
も
高
ぶ
っ
て
き
ま
す
。

　

２
万
強
の
観
衆
で
埋
ま
っ
た
満
員
の
秩
父
宮
は
、
必
勝
を
期
す
る

明
治
カ
ラ
ー
の
〝
紫
〞
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
が
座
っ
た
席

は
と
い
う
と「
明
治
側
応
援
席
」の
上
段
席（
笑
）。
試
合
開
始
前
の

校
歌
斉
唱
で
は
、
完
全
な
ア
ウ
ェ
ー
で
す
。
一
昔
前
だ
っ
た
ら
ラ

イ
バ
ル
校
側
の
席
、
お
ち
お
ち
声
援
を
送
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
W
杯
日
本
代
表
FB
藤
田
慶
和
に
注
目
で
す
ね
、
と
い
う

話
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち
に
試
合
開
始
。
赤
と
黒
の
ジ
ャ
ー
ジ
の
早

稲
田
、
紫
と
白
の
ジ
ャ
ー
ジ
の
明
治
。
選
手
の
姿
を
み
て
伝
統
の
一

戦
を
観
戦
し
て
い
る
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。
伝
統
的
に
「
展
開
の
早

稲
田
」「
FW
で
押
す
明
治
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
の
試
合
運
び
。

優
勝
が
か
か
る
明
治
の
勢
い
に
押
さ
れ
気
味
で
前
半
は
早
稲
田
12
、

明
治
22
で
10
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
。
後
半
は
早
稲
田
が
２
ト
ラ
イ
を
奪

い
追
い
上
げ
、
や
っ
と
早
稲
田
フ
ァ
ン
の
盛
り
上
が
り
も
。
終
盤
は

勢
い
を
盛
り
返
し
た
早
稲
田
の
押
す
ラ
グ
ビ
ー
で
逆
転
も
、
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
で
す
が
明
治
の
粘
り
強
い
守
り
で
試
合
終
了
、

明
治
が
３
年
ぶ
り
16
度
目
の
優
勝
。
会
場
は
「
明
治
大
学
校
歌
」
一

色
。
明
治
側
で
応
援
し
て
い
こ
と
も
あ
り
悔
し
い
反
面
、
客
席
の
盛

り
上
が
り
も
楽
し
め
て
少
し
お
得
な
気
分

に
も
。

　

観
戦
後
は
近
く
で
打
ち
上
げ
。
昼
過
ぎ

か
ら
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

私
は
飲
み
過
ぎ
て
ふ
ら
ふ
ら
で
し
た
…
。

初
め
て
の
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
の
結
果
は
残

念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
身
体
と
身
体
が

ぶ
つ
か
り
あ
う
迫
力
の
光
景
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
好
き
で
、
企
画

を
し
て
頂
い
た
山
上
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
覚
え

て
次
回
の
観
戦
に
備
え
ま
す
。

　　2016（平成28）年5月15日発行

藤田 治
（44年 理）

田嶋 敏彦
（57年 社学）

布川 健太郎
（04年 商）
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で
き
ま
し
た
。
ま
た
、今
ま
で
個
人
で
参
加
し
た
海
外
旅
行
の
ツ
ア
ー

と
は
一
味
違
っ
て
、
多
く
の
方
々
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
が
で
き
て
、

有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
平
成
27
年
度
・
囲
碁
の
会
▲

　

 

参
加
人
数
は
増
え
な
か
っ
た
も
の
の
、

　

棋
力
は
一
段
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

　

２
０
１
５
年
度
の
「
囲
碁
の
会
」
参
加
者
は
、

３
〜
７
名
と
人
数
的
に
は
増
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
５
月
の
総
会
月
を
除
く
計
11
回
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
早
稲
田
大
学
在
学
中
に

囲
碁
大
会
で
活
躍
さ
れ
た
市
川
健
さ
ん（
高
段

者
）が
加
わ
り
、
時
に
は
２
面
打
ち
を
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
対

局
後
に
は
反
省
会
を
開
く
な
ど
、
内
容
的
に
は
一
段
と
充
実
し
た
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
参
加
者
】（
敬
称
略
）

山
内
豊
春（
Ｓ
25
年
卒
）・
渡
邊
寛（
Ｓ
35
年
卒
）・
鷹
觜
愼
吾（
Ｓ
37

年
卒
）・
藤
田
治（
Ｓ
44
年
卒
）・
白
田
俊
明（
Ｓ
46
年
卒
）・
山
本
康
夫

（
Ｓ
46
年
卒
）・
斉
藤
友
一（
Ｓ
50
年
卒
）・
市
川
健（
Ｓ
53
年
卒
）・
中

妻
穣
太（
Ｈ
８
年
卒
）

【
開
催
日
・
参
加
人
数
】

第
１
回 

４
月
18
日（
土
）４
名
、
第
２
回 

６
月
20
日（
土
）４
名
、

第
３
回 

７
月
18
日（
土
）５
名
、
第
４
回 
８
月
15
日（
土
）４
名
、

第
５
回 

９
月
19
日（
土
）７
名
、
第
６
回 
10
月
24
日（
土
）３
名
、

第
７
回 

11
月
21
日（
土
）７
名
、
第
８
回 

12
月
19
日（
土
）６
名
、

第
９
回 

１
月
23
日（
土
）５
名
、
第
10
回 

２
月
20
日（
土
）４
名
、

第
11
回 

３
月
19
日（
土
）３
名

【
開
催
場
所
】

第
１
回
〜
第
９
回
ま
で
は
、
大
谷
口
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
分
室 

向
原
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
第
10
回
か
ら
は
大

山
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
田
嶋
敏
彦
副
会
長
の
会
社
の
休
憩
室
を
お

借
り
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  

記
・
藤
田　

治

▼
海
外
旅
行
・
台
湾
旅
行
▲

平
成
27
年
11
月
22
日（
日
）〜
25
日（
水
）

楽
し
く
て
安
心
で
、

ひ
と
味
違
う
旅
を
満
喫
。

　

台
湾
は
、
食
事
は
美
味
し
い
し
と
て
も
素
敵
な
と
こ
ろ
、
と
聞
い

て
い
ま
し
た
の
で
、
良
い
機
会
と
思
い
、
同
期
生
の
石
原
和
子
さ
ん

と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
板
橋
稲
門
会
で
は
海
外
旅

行
は
初
め
て
の
試
み
と
の
こ
と
。
ど
の
よ
う
な
旅
に
な
る
の
か
、
皆

様
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
成
田
空
港

に
集
合
し
た
時
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
11
月
22
日
午
前
11

時
、「
よ
み
う
り
海
外
ツ
ア
ー
」
の
ブ
ー
ス
に
集
ま
っ
た
会
員
は
12

名
（
飯
田
名
誉
顧
問
・
潮
・
鷹
觜
ご
夫
妻
・
北
島
・
藤
田
・
恩
田
・

吉
田
ご
夫
妻
・
石
原
・
田
嶋
・
安
藤　

敬
称
略
）。
女
性
は
私
た
ち
と

鷹
觜
様
・
吉
田
様
の
奥
様
と
で
、
４
名
。
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
緊
張
も
い
つ
の

間
に
か
解
け
て
い
ま
し
た
。
４
時
間
ほ
ど
で
、
桃
園
空
港
に
到
着
。

バ
ス
で
台
中
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
夕
食
は
珍
し
い
客
家
料
理
で
し
た
。
以
後
、
食
事
は
い
つ

も
12
名
一
緒
の
円
卓
。
台
湾
ビ
ー
ル
や
紹
興
酒
を
分
け
合
っ
て
飲
み

な
が
ら
、
お
い
し
い
台
湾
料
理
を
頂
き
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、

と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
文
武
廟
」「
日
月
潭
」を
見
学
し
な
が
ら
バ
ス
で
台
南
に

向
か
い
ま
し
た
。「
ツ
ー
カ
ン
ロ
ウ
」「
延
平
郡
王
祠
」を
見
学
。
日
本

の
お
寺
や
神
社
と
の
違
い
を
見
て
、
世
界
は
広
い
！
と
感
じ
ま
し
た
。

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
湖
は
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。

　

３
日
目
は
高
雄
市
内
観
光
の
後
、
新
幹
線
で
台
北
に
向
か
い
ま
し

た
。
台
北
の
一
つ
手
前
に
、「
板
橋
」と
い
う
駅
が
あ
り
、
皆
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
お
弁
当
は
、
ご
飯
の
上
に
骨
付
き
豚
肉
や
高
菜
が

の
っ
た
も
の
で
、
お
い
し
く
、
値
段
を
見
て
（
日
本
円
で
約
３
２
０

円
）、
安
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。「
忠
烈
祠
」の
衛
兵
交
代
等

の
市
内
観
光
の
後
、「
九
份
」に
。
細
い
階
段
が
続
き
、
迷
路
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
道
に
は
店
が
並
び
、
宮
崎
駿
監
督
の
「
千
と
千
尋
の

神
隠
し
」
を
彷
彿
さ
せ
る
町
で
し
た
。
階
段
が
き
つ
く
て
途
中
で
戻

ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
飯
田
様
、
潮
様
始
め
皆
様
お
元
気
に
階

段
を
上
り
下
り
さ
れ
て
い
る
の
で
、
頑
張
っ
て
一
番
上
ま
で
行
っ
て

み
ま
し
た
。
古
い
映
画
館
も
あ
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
初
恋
の
話
と
と

も
に
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
「
故
宮
博
物
院
」で
、「
翠
玉
白
菜
」「
肉
形
石
」を
見
て
、

小
品
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
細
工
や
自
然
の
造
形
の
不
思
議
さ
に
感

激
し
ま
し
た
。

　

充
実
し
た
楽
し
い
旅
行
を
企
画
し
て
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
で
す
の
で
、
お
互
い
見
守
り
合
い
、
助
け
合
っ

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
安
心
し
て
旅
行
す
る
こ
と
が

▼
第
３
回
工
場
見
学
会
・
東
京
造
幣
局
▲

平
成
28
年
２
月
22
日（
月
） 

美
し
く
精
緻
な
貨
幣
に
感
嘆
！

　

参
加
人
数
は
14
名
。
造
幣
と
は
紙
幣
と
貨
幣
を
作
る
こ
と
で
す
が
、

東
京
造
幣
局
は
貨
幣
の
担
当
で
す
。
参
加
者
の
多
く
は
、
貨
幣
の
製

造
工
程
が
見
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
流
通
貨
幣
だ
け
で

は
な
く
プ
ル
ー
フ
貨
幣
、
記
念
貨
幣
、
勲
章
・
褒
賞
の
製
造
も
担
当

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

案
内
者
か
ら
貨
幣
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
展
示
さ
れ
て

い
る
実
物
の
美
し
さ
と
精
緻
さ
に
は
感
嘆
し
ま
し
た
。
貨
幣
製
造
に

は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
細
か
い
技
術
（
例
え
ば
偽
造
防
止
な

ど
）
が
多
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
日
本
は
貨
幣
製
造
で
も
世
界
的

に
評
価
が
高
く
、
他
国
か
ら
も
貨
幣
の
製
造
を
委
託
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
ら
の
国
の
貨
幣
製
造
も
請
け
負
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

昔
の
大
判
・
小
判
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
胸
が
と
き
め
い
た

の
は
、
そ
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な

か
っ
た（
持
っ
て
帰
り
た
か
っ
た
？
）

よ
う
で
す
。 

▼
第
１
回
女
子
会
・
お
雛
様
見
学
会
▲

平
成
28
年
３
月
１
日（
火
） 

加
賀
百
万
石
ゆ
か
り
の

お
雛
様
に
う
っ
と
り
。

　

当
会
名
誉
顧
問
の

飯
田
家
に
伝
わ
る
見

応
え
の
あ
る
お
雛
様

を
見
学
。
今
回
発
足

し
た
女
子
会
の
第
１

回
行
事
で
、
会
員
の

奥
様
を
含
め
女
性
６

名
の
計
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

板橋稲門会会報　第18号

安藤 真理子
（49年 教育）

水野 光春
（45年 理工）
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昭
和
60
年（
１
９
８
５
年
）

　

３
月
１
日　

大
学
及
び
校
友
会
よ
り
板
橋
稲
門
会

設
立
の
要
請
あ
り

　

４
月
２
日　

設
立
準
備
会（
於
・
ま
き
）

発
起
人
代
表　

小
谷
銕
治

発
起
人　

瀬
田
、飯
田
、小
山
、近
藤
、

西
貝
、竹
内
、鎌
田
、森

　

５
月
１
日　

校
友
会
職
員
・
発
起
人
で
協
議

（
於
・
ま
き
）

都
内
校
友
会
の
参
考
資
料
受
領

　

７
月
７
日　

墨
田
稲
門
会（
吉
田
様
）よ
り
会
則
及

び
運
営
状
況
を
聴
く（
於
・
ま
き
）

　

７
月
16
日　

卒
業
生
名
簿
よ
り
会
員
予
定
者
の
選

任　

９
０
０
名

　

８
月
３
日　

会
則
の
原
案
作
成

　

９
月
５
日　

総
会
準
備
打
合
せ

　

10
月
６
日　

案
内
状
作
成　

打
合
せ

昭
和
61
年（
１
９
８
６
年
）

設
立
総
会（
第
１
回
）

　

日　

時　

昭
和
61
年
６
月
19
日（
木
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

　

出
席
者　

会
員
１
４
８
名　

来
賓
11
名

　

来　

賓　

西
原
早
大
総
長
、栗
原
板
橋
区
長
、

　
　
　
　
　

近
隣
区
稲
門
会
長

　

総
会
議
事

　
　

準
備
会
の
経
過
報
告　
　

小
山

　
　

小
谷
発
起
人
代
表
挨
拶

　
　

１　

会
則
案　
　
　

      

承
認

　
　

２　

役
員
の
選
出

　
　
　
　
　

顧　

問　

瀬
田
虎
太
郎

　
　
　
　
　

会　

長　

小
谷
銕
治

　
　
　
　
　

副
会
長　

近
藤
、飯
田
、小
野
沢
、樋
代
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭
野
、大
野

　
　
　
　
　

幹
事
長　

小
山

　
　
　
　
　

幹
事
、会
計
、監
事（
氏
名
省
略
）

　
　

３　

事
業
・
予
算
計
画  

承
認

　

祝
賀
会　

盛
大
に
挙
行

昭
和
62
年（
１
９
８
７
年
）

定
時
総
会（
第
２
回
）

　

日　

時　

昭
和
62
年
３
月
16
日（
月
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

５
階 

和
室

　

出
席
者　

会
員
68
名　

来
賓
５
名

　

★
副
会
長
追
加　

八
角
、河
野　

２
名
承
認

　

★
小
谷
会
長 

逝
去（
84
歳
） 

11
月
５
日
葬
儀

昭
和
63
年（
１
９
８
８
年
）

定
時
総
会（
第
３
回
）

　

日　

時　

昭
和
63
年
５
月
16
日（
月
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

５
階 

和
室

　

出
席
者  
会
員
63
名　

来
賓
６
名

　

★
役
員
改
選　

故
小
谷
会
長
の
後
任

　
　

瀬
田
虎
太
郎　

新
会
長
を
選
任

　
　

副
会
長
、監
事
、幹
事
は

　
　

全
員
留
任

平
成
元
年（
１
９
８
９
年
）

定
時
総
会（
第
４
回
）

　

日　

時　

平
成
元
年
４
月
28
日（
金
） 
午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

５
階 

和
室

　

出
席
者　

会
員
56
名　

来
賓
７
名

　

講　

演　
「
大
学
の
展
望
」　

佐
藤
和
夫
先
生

★
副
会
長
追
加　

佐
藤
、関
口
、　

２
名
承
認

平
成
２
年（
１
９
９
０
年
）

定
時
総
会（
第
５
回
）

　

日　

時　

平
成
２
年
４
月
２
日（
月
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

５
階 

和
室

　

出
席
者　

会
員
65
名　

来
賓
７
名

　

講　

演　
「
俳
句
と
欧
米
文
学
」 

井
内
雄
四
郎
先
生

★
会
員
名
簿
・
会
報
発
行
を
決
定

平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）

定
時
総
会（
第
６
回
）

　

日　

時　

平
成
３
年
５
月
18
日（
土
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

５
階 

和
室

　

出
席
者　

会
員
62
名　

来
賓
８
名

　

講　

演　
「
早
大
の
今
昔
」 　

小
山
早
大
前
総
長

　

★
役
員
改
選

　
　

瀬
田
虎
太
郎
会
長
以
下
役
員
留
任

　
　

瓜
生
副
会
長
を
承
認

平
成
４
年（
１
９
９
２
年
）

定
時
総
会（
第
７
回
）

　

日　

時　

平
成
４
年
６
月
11
日（
木
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

小
豆
沢 

料
亭「
み
か
ど
」

　

出
席
者　

会
員
63
名　

来
賓
７
名

　

講　

演　
「
レ
ス
リ
ン
グ
今
昔
」　

今
泉
雄
策
先
生

　

★
組
織
強
化
に
つ
い
て
提
案

　
　

校
友
会
と
の
連
携
強
化

平
成
５
年（
１
９
９
３
年
）

定
時
総
会（
第
８
回
）

　

日　

時　

平
成
５
年
６
月
８
日（
火
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

５
階 

和
室

　

出
席
者　

会
員
68
名　

来
賓
７
名

　

講　

演　
「
憲
法
に
つ
い
て
」 　

渡
辺
副
総
長

　

★
役
員
改
選

　
　

瀬
田
会
長
以
下
全
役
員
留
任

平
成
６
年（
１
９
９
４
年
）

定
時
総
会（
第
９
回
）

　

日　

時　

平
成
６
年
６
月
21
日（
火
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

早
稲
田
大
学 

大
隈
会
館
20
号
室

　

出
席
者　

会
員
59
名　

来
賓
５
名

　

講　

演　
「
板
橋
区
政
の
現
況
」　

　
　
　
　
　
　
　

大
野
喜
久
男
氏

　

★
23
区
稲
門
連
合
へ
の
協
力
を

　
　

決
定

　　2016（平成28）年5月15日発行

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）

定
時
総
会（
第
10
回
）

　

日　

時　

平
成
７
年
６
月
16
日（
金
）午
後
５
時

　

会　

場　

産
文
ホ
ー
ル 

１
階
ホ
ー
ル

　

出
席
者　

会
員
91
名　

来
賓
８
名

　

講　

演　
「
実
践
教
育
と
早
大
」　

大
塚
勝
夫
先
生

　

★
役
員
改
選

　
　

瀬
田
会
長
以
下
全
役
員
留
任

　
　

副
会
長　

河
野
弥
兵
衛
氏
、関
口
悦
蔵
氏

　
　
　
　
　
　

追
加
承
認

　
　

創
立
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

準
備
委
員
長　

小
野
沢
副
会
長

　
　
　

記
念
事
業
及
び
記
念
誌
発
行　

検
討

平
成
８
年（
１
９
９
６
年
）

定
時
総
会（
第
11
回
）十
周
年
記
念

　

日　

時　

平
成
８
年
６
月
６
日（
木
） 

午
後
５
時

　

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

　

出
席
者　

会
員
１
２
０
名　

来
賓
９
名

　

十
周
年
記
念
式
典

　
　

記
念
講
演　

早
大 

小
山
宙
丸
先
生

　
　

祝
辞　
　
　

板
橋
区
長
代
理 

藪
崎
助
役

　

総
会

　
　

瀬
田
会
長
よ
り「
十
年
の
あ
ゆ
み
」で
挨
拶

　
　

小
野
沢
委
員
長　

経
過
報
告

　

★
組
織
拡
充
の
促
進
…
記
念
誌
・
名
簿
を
活
用

　
　

す
る

　

祝
賀
懇
親
会
を
盛
大
に
挙
行

平
成
９
年（
１
９
９
７
年
）

定
時
総
会（
第
12
回
）

日　

時　

平
成
９
年
６
月
４
日（
水
）

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

１
０
０
名

講　

演　

早
大
副
総
長  

河
合
素
直
先
生

　

★
役
員
改
選

　
　

瀬
田
会
長
以
下
全
役
員
留
任

　
　

名
簿
発
行 

新
規
作
成 

承
認

　
　

会
旗
の
作
製

瀬田第二代会長



平
成
18
年（
２
０
０
６
年
）

定
時
総
会（
第
21
回
）二
十
周
年
記
念

日　

時　

平
成
18
年
６
月
13
日（
火
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
80
名　

来
賓
８
名

　
　
　
　
・
初
の
試
み
で
会
員
夫
人
も
数
名
参
加

　

二
十
周
年
記
念
式
典

　
　

祝
辞　

早
大
副
総
長 

水
間
英
光
先
生 

　
　
　
　
　

東
京
23
区
稲
門
会
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
本
恒
男
氏

　
　
　
　
　

板
橋
区
長　

 

石
塚
輝
雄
氏

　
　
　
　
　

衆
議
院
議
員 

下
村
博
文
氏

　

早
大
渉
外
担
当
課
長 

桜
井
直
子
氏
よ
り

　
「
建
学
１
２
５
周
年
記
念
事
業
募
金
」に
つ
い
て

　

説
明
・
協
力
要
請

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

　

早
大
合
唱
団（
混
声
）

　

16
名
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

　

ソ
ン
グ
の
コ
ー
ラ
ス

平
成
19
年（
２
０
０
７
年
）

定
時
総
会（
第
22
回
）

日　

時　

平
成
19
年
６
月
16
日（
土
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
50
名　

来
賓
８
名

講　

演　
「
国
会
の
状
況
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

内
閣
副
官
房
長
官 

下
村
博
文
衆
議
院

　
　
　
　

議
員

　

早
大
渉
外
担
当
課
長 

桜
井
直
子
氏
よ
り

　
「
建
学
１
２
５
周
年
記
念
事
業
募
金
の
現
況
」

　

報
告
と
な
お
一
層
の
協
力
要
請

★
役
員
改
選

　

会
長
以
下
、殆
ど
が
留
任
。

　

新
た
に
鷹
觜
幹
事
長
、森
監
査
幹
事
、

　

恩
田
会
計
幹
事
が
選
任

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

早
大
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
五
重
奏

7

板 橋 稲 門 会 会 報 　 第18号

平
成
10
年（
１
９
９
８
年
）

定
時
総
会（
第
13
回
）

日　

時　

平
成
10
年
６
月
３
日（
水
）

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
92
名

講　

演　

中
嶋　

宏  

校
友
会
代
表
幹
事

★
組
織
の
拡
充（
役
員
人
事
の
刷
新
）

　
　

女
性
部
会
の
新
設（
深
山
て
る
子
副
会
長
）

平
成
11
年（
１
９
９
９
年
）

定
時
総
会（
第
14
回
）

日　

時　

平
成
11
年
６
月
23
日（
水
）

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

講　

演　
「
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
の
現
況
と
将
来
」

　
　
　
　

㈱
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム 

専
務  

星
野  

勢
氏

★
役
員
改
選

　
　

瀬
田
会
長
以
下
全
員
留
任

　
　

組
織
の
活
性
化　

交
流
の
機
会
を
多
く
す
る

平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）

定
時
総
会（
第
15
回
）

日　

時　

平
成
12
年
６
月
23
日（
金
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

91
名

講　

演　
「
板
橋
区
の
現
況
と
展
望
」

　
　
　
　

板
橋
区
長 

石
塚
輝
雄
氏

議 

事
★
23
区
稲
門
会
に
協
力

　
　

事
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

平
成
13
年（
２
０
０
１
年
）

定
時
総
会（
第
16
回
）

日　

時　

平
成
13
年
６
月
15
日（
金
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

89
名

講　

演　
「
早
稲
田
大
学
の
展
望
」

　
　
　
　

早
大
副
総
長 

渡
辺
重
範
先
生

★
役
員
改
選

　

組
織
の
強
化
・
常
任
幹
事
制
の
新
設

　
　

会　

長　

瀬
田
虎
太
郎

　
　

副
会
長　

飯
田
金
広
、小
野
沢
章
光
、

　
　
　
　
　
　

河
野
弥
兵
衛
、小
山
利
雄（
幹
事
長

　
　
　
　
　
　

兼
任
）、関
口
悦
蔵
、庭
野
恒
男
、

　
　
　
　
　
　

佐
藤
邦
男
、竹
内
捷
郎
、

　
　
　
　
　
　

富
澤
輝
一
、深
山
て
る
子

　
　

監　

査　

大
鹿
守
弥
、渡
邉
直
幸

　
　

常
任
幹
事 

省
略

★
23
区
稲
門
会
連
合
に
対
す
る
協
力

　

早
大
創
立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
の
支
援

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

定
時
総
会（
第
17
回
）

日　

時　

平
成
14
年
６
月
17
日（
月
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
81
名　

来
賓
９
名

　

故 

八
角
菊
栄
副
会
長
に
黙
祷
を
捧
ぐ

講　

演　
「
早
稲
田
大
学
の
展
望
」

　
　
　
　

早
大
副
総
長 

渡
辺
重
範
先
生

★
執
行
部
の
改
革
を
提
案（
次
年
度
）

平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）

定
時
総
会（
第
18
回
）

日　

時　

平
成
15
年
６
月
13
日（
金
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
80
名　

来
賓
８
名

　

故 

瀬
田
虎
太
郎
会
長
に
黙
祷
を
捧
ぐ

講　

演　
「
早
稲
田
大
学
の
展
望
」

　
　
　
　

早
大
副
総
長 

渡
辺
重
範
先
生

　

総
長
室 

斉
藤
鉄
生
調
査
役
よ
り

　
「
１
２
５
周
年
の
募
金
事
業
」説
明
・
協
力
要
請

★
役
員
改
選

　

瀬
田
会
長
の
ご
逝
去
に
よ
り

　

全
面
的
な
役
員
改
選

　
　

会　

長　

飯
田
金
広

　
　

副
会
長　

小
山
利
雄
、

　
　
　
　
　
　

河
野
弥
兵
衛
、

　
　
　
　
　
　

小
野
沢
章
光
、

　
　
　
　
　
　

関
口
悦
蔵
、佐
藤
邦
男
、

　
　
　
　
　
　

竹
内
捷
郎
、富
澤
輝
一
、

　
　
　
　
　
　

深
山
て
る
子
、渡
邉
直
幸
、

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
幹
夫

　
　

幹
事
長　

庭
野
恒
男

　
　

常
任
幹
事

　
　
　
　
　
　

小
山
利
治
、鎌
田
一
宣
、

　
　
　
　
　
　

中
村
恵
一
郎
、龍
田
幹
雄
、

　
　
　
　
　
　

丸
井
健
太
郎

　
　

会　

計　

森 

保
行
、福
田
徳
久

　
　

監　

査　

大
鹿
守
弥
、田
上
敏
明

平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）

定
時
総
会（
第
19
回
）

日　

時　

平
成
16
年
６
月
15
日（
火
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
70
名　

来
賓
６
名

講　

演　
「
早
稲
田
大
学
の
展
望
」

　
　
　
　

早
大
副
総
長 

渡
辺
重
範
先
生

　

総
長
室 

桜
井
直
子
調
査
役
よ
り

　
「
１
２
５
周
年
の
募
金
事
業
」説
明
・
協
力
要
請

★
前
年
度
よ
り
実
施
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、早
慶
戦
観
戦
の
イ
ベ
ン
ト

　

報
告
、計
画

平
成
17
年（
２
０
０
５
年
）

定
時
総
会（
第
20
回
）

日　

時　

平
成
17
年
６
月
17
日（
金
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
50
名　

来
賓
６
名

講　

演　
「
早
稲
田
大
学
の
展
望
」

　
　
　
　

早
大
副
総
長 

渡
辺
重
範
先
生

★
イ
ベ
ン
ト
に

　
「
い
た
ば
し
花
火
大
会
観
賞
会
」

　

を
追
加

板橋稲門会会報（創刊号H10.6.3）

飯田第三代会長
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平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）

定
時
総
会（
第
23
回
）

日　

時　

平
成
20
年
６
月
17
日（
火
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
49
名　

来
賓
６
名　

夫
人
10
名

早
大
財
務
部
長 

黒
水
治
雄
氏
よ
り

「
建
学
１
２
５
周
年
記
念
事
業
募
金
」に

板
橋
稲
門
会
が
１
２
５
％
を

達
成
し
た
こ
と
の
謝
辞
。

桜
井
直
子
調
査
役
か
ら
飯
田

会
長
へ
記
念
の
ゴ
ー
ル
ド
フ

ラ
ッ
グ
が
贈
呈
さ
れ
た
。

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
「
テ
ノ
ー
ル
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
愉
し
み
」

　

山
本
富
士
雄
氏
と
弓
田
真
理
子
氏

　
（
と
も
に
早
大
混
声
合
唱
団
OB
）

●
板
橋
区
民
ま
つ
り
に
初
参
加

　

10
月
18
日
・
19
日

　

於
・
板
橋
一
中
校
庭

平
成
21
年（
２
０
０
９
年
）

定
時
総
会（
第
24
回
）

日　

時　

平
成
21
年
６
月
17
日（
水
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
51
名　

来
賓
５
名　

夫
人
６
名

講　

演　
「
今
後
の
大
学
の
あ
り
方
」

　
　
　
　

顧
問 

下
村
博
文
衆
議
院
議
員

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

早
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
OB（
16
名
）に
よ
る
合
唱

平
成
22
年（
２
０
１
０
年
）

定
時
総
会（
第
25
回
）

日　

時　

平
成
22
年
６
月
19
日（
土
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
44
名　

来
賓
６
名　

夫
人
３
名

講　

演　
「
日
本
の
大
学
を
欧
米
の
名
門
校
の
レ
ベ

　
　
　
　

ル
に
引
き
上
げ
る
経
営
計
画
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

顧
問 

下
村
博
文
衆
議
院
議
員

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

落
語「
阿
武
松（
オ
オ
ノ
マ
ツ
）」 

　

桂
右
團
治
師
匠（
早
大
OG
）

　

落
語
解
説　

青
山
忠
一 

氏

平
成
23
年（
２
０
１
１
年
）

定
時
総
会（
第
26
回
）

日　

時　

平
成
23
年
６
月
15
日（
水
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
59
名　

来
賓
６
名

★
役
員
改
選

　

新
会
長
に
渡
邉
直
幸
氏 

選
出

　

庭
野
新
相
談
役

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

「
手
品
」

　

早
大
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

　

入
江
健
也 

氏

★
小
山
利
雄 

副
会
長
逝
去

　
　

 

平
成
23
年
３
月
29
日

平
成
24
年（
２
０
１
２
年
）

定
時
総
会（
第
27
回
）

日　

時　

平
成
24
年
５
月
15
日（
土
） 

午
後
６
時

会　

場　

区
立
文
化
会
館 

４
階 

大
会
議
室

出
席
者　

会
員
48
名　

来
賓
６
名

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

　

早
大
マ
ン
ド
リ
ン
楽
部（
現
役
８
名 

OG
１
名
）

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）

定
時
総
会（
第
28
回
）

日　

時　

平
成
25
年
５
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

会　

場　

区
立
成
増
ア
ク
ト
ホ
ー
ル
・

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

出
席
者　

会
員
60
名　

来
賓
６
名

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会（
早
大
マ
ン
ド
リ
ン
楽
部
）

　

フ
ラ
ダ
ン
ス（
早
大
ハ
ワ
イ
民
族
舞
踊
研
究
会
）

●
３
月
９
日（
日
）

   

23
区
支
部
大
会

平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）

定
時
総
会（
第
29
回
）

日　

時　

平
成
26
年
５
月
14
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

会　

場　

区
立
成
増
ア
ク
ト
ホ
ー
ル
・

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

出
席
者　

会
員
57
名（
現
役
学
生
２
名
含
む
） 

　
　
　
　

来
賓
８
名

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

フ
ラ
ダ
ン
ス

　
（
早
大
ハ
ワ
イ
民
族
舞
踊
研
究
会
・
部
員
15
名
）

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）

定
時
総
会（
第
30
回
）

日　

時　

平
成
27
年
５
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

会　

場　

区
立
成
増
ア
ク
ト
ホ
ー
ル
・

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

出
席
者　

会
員
50
名（
現
役
学
生
４
名
含
む
）

　
　
　
　

来
賓
８
名

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

フ
ラ
ダ
ン
ス

　
（
早
大
ハ
ワ
イ
民
族
舞
踊
研
究
会
・
部
員
20
名
）

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）

定
時
総
会（
第
31
回
）三
十
周
年
記
念

日　

時　

平
成
28
年
５
月
15
日（
日
） 

午
後
12
時

会　

場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン 

２
階 

曙
の
間

★
新
会
長
に
鷹
觜
愼
吾
氏 

選
出

　

三
十
周
年
記
念
式
典

　

特
別
講
演　
「
江
戸
城
再
建
の
夢
」

　
　
　
　
　
　

太
田
資
暁
氏

　
　
　
　
　
　
（
太
田
道
灌
公
第
18
代
目
子
孫
）

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

山
田
壮
晃
＆
メ
ロ
ー
ト
ー
ン

　
（
板
橋
稲
門
会 

会
員
）

渡邉第四代会長

鷹觜第五代会長

　

30
年
前
、
バ
ブ
ル
最
盛
期
が
始
ま
り
４
年
半
後
に

は
じ
け
ま
し
た
が
、
板
橋
稲
門
会
は
今
も
充
実
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。
０
か
ら
創
生
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
輩
に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
、
こ
の
30
周

年
を
祝
い
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
次
の
10
年

の
始
ま
り
で
す
。
受
け
継
ぎ
育
て
つ
な
い
で
い
く
板

橋
稲
門
会
、
み
な
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

板
橋
稲
門
会 

役
員
・
事
務
局
一
同

当会は支部長区として企画を
担当。  300名参加の大盛況。
当会から34名参加。

2016年東京都23区支部大会
平成28年３月６日（日） リーガロイヤルホテル東京

300名を超える参加者のもと、盛大に開催！
　310名を超える参加者のもと盛大に開催さ
れた今年、当会からは８名が参加しました。
　第１部・講演会の講師は、早稲田大学出身
で、駅伝やマラソンの解説者として活躍中の
金哲彦氏、「駅伝と日本マラソン復活の道」と
題して、具体的な事例を踏まえた興味ある話しでした。
　第２部・懇親会は、23区支部長の塚田品川稲門会会長の開会挨拶に続き、
来賓紹介があり、代表しての鎌田早稲田大学総長からご挨拶をいただき、
福田早稲田大学校友会代表幹事の発声で乾杯、和気藹々の懇親会となりま
した。懇親会も大詰めとなり、校歌斉唱の指揮は恒例どおり石川23区支
部幹事（豊島稲門会）、中締めは堀内23区副支部長（足立稲門会会長）がび
しっと決めました。なお、堀内副支部長は、2016年度の23区支部長に就
任予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　記・藤田 治

稲門祭・ホームカミングデイ
平成27年10月18日（日） 
早稲田大学キャンパスほか

校内各所で楽しく
交流イベント
　秋晴れに恵まれ開
催されました。校内
各所で楽しいイベン
トが開かれ、懐かし
い校友との再会、交
流を大いに愉しみま
した。50回目のホー
ムカミングデーは、
記念会堂の建て替えに伴い大隈講堂および
同時中継会場での開催となりました。

記・編集部


